
経済産業省のインフラ海外展開について

⚫ 「インフラシステム海外展開戦略2030」の三本柱（①共創、②経済安全保障、③GX・DX）を踏まえ、グロー
バルサウス未来志向型共創等事業を実施し、双方の「win-win」を実現。来年のTICAD（⽇本開催）等の
首脳・閣僚外交等も⾒据え、GX・DXや経済安全保障分野を中心とした案件を⽀援。

⚫ AZEC（アジア・ゼロエミッション共同体）を通じて、「個別の脱炭素プロジェクト」と、「政策協調（ルール形成を
含む）」を両輪で実施することにより、アジアの脱炭素化を図りつつ、脱炭素市場を拡大させる。

⚫ グローバルサウスでの新たな市場開拓や、実証事業後の商業化で必要な⼈材の育成・獲得等の事業を実施。

AZECグローバルサウス諸国との連携 共創型⼈材育成

AZEC原則
• 脱炭素・経済成長・エネルギー安全保障の確

保の同時実現
• 各国の事情に応じた多様な道筋によるネット

ゼロの実現

グローバルサウス未来志向型共創等事業

経済安保 【フィリピン】アナログ半導体後工程の
生産革新実証

DX 【パラオ等】金融システム高度化実証

貯蓄国債の発行・
管理・運営システム
の開発

日米第三国連携
• 日米の優れたシステム・

製品について、グローバ
ルサウスの行政官等を
対象に日本で受入研修
し 、第三国協力の下、
市場開拓を目指す。

インドの⼈材育成・活用事業
• 寄附講座、交流事業、採用イベント等の実

施を通じ、①GX・DX化に資するものづくり

⼈材の育成、②半導
体やAI分野における
日印企業の交流、③
優秀なインド⼈材獲
得を促進。半導体産業のサプライ

チェーン強靭化

GX 【インドネシア】持続可能な泥炭地の修復と
管理実証

「今後10年のためのアクションプラン」 

• 柱１：AZECソリューション（脱炭素化に資する
活動を促進するルール形成等）

• 柱２：イニシアティブの始動（ 「アジア・ゼロエミッ
ションセンター」の設置、脱炭素化ロードマップ策
定等）

• 柱３：個別プロジェクトの更なる組成

GHGを大量排出する泥炭
地の管理モデルの構築
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